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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

長
崎
街
道

第
20
回

は
じ
め
に　

大
村
市
の
概
要

　

大
村
市
は
、
長
崎
県
の
中
央
部
に
位

置
し
、
人
口
９
万
５
０
０
０
人
の
ま
ち

で
あ
る
。
長
崎
県
の
玄
関
口
長
崎
空
港

が
あ
る
ま
ち
と
い
え
ば
、
ご
存
じ
の
方

も
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
。「
花
と
歴
史
と
技

術
の
ま
ち
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と

し
て
お
り
、
桜
や
花
菖
蒲
な
ど
花
の
名

所
と
し
て
有
名
で
、
古
代
か
ら
近
代
に

わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
を
有
す
る

ま
ち
で
も
あ
る
。

　

本
市
は
、
大
村
藩
２
万
７
千

石
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
歴

史
が
あ
り
、
そ
の
基
礎
を
築
い

た
の
が
、
戦
国
時
代
の
領
主
大

村
純
忠
で
あ
る
。
純
忠
は
、
戦

国
時
代
を
生
き
抜
き
、
そ
の
後

の
大
村
藩
の
基
礎
を
築
き
上
げ

た
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
活
路

を
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
の
南
蛮
貿

易
に
求
め
た
。
貿
易
船
を
領
内

に
招
き
入
れ
る
と
同
時
に
、
キ

リ
ス
ト
教
の
布
教
も
許
可
し
、

さ
ら
に
自
ら
も
キ
リ
シ
タ
ン
と

な
り
、
日
本
初
の
キ
リ
シ
タ
ン

大
名
と
な
っ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

最
終
的
に
は
、
大
村
領
内
の
長
崎
を
貿

易
港
と
し
て
開
港
し
、
南
蛮
貿
易
の
拠

点
と
し
た
。
こ
の
様
に
貿
易
で
に
ぎ

わ
っ
た
長
崎
は
、
そ
の
後
、
天
領
と
な

り
、
大
村
領
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
が
、

長
崎
の
発
展
の
端
緒
を
開
い
た
の

は
純
忠
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

長
崎
街
道
と
大
村
の
歴
史

　

長
崎
街
道
は
、
長
崎
か
ら
小
倉

を
結
ぶ
江
戸
時
代
の
脇
街
道
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
脇
街
道
な
が
ら
、

鎖
国
下
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
唯
一

の
窓
口
で
あ
っ
た
長
崎
へ
つ
な
が

る
道
と
し
て
、
重
要
な
街
道
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
長
崎

の
出
島
に
上
陸
し
た
海
外
の
貴
重

な
物
品
や
情
報
は
、
長
崎
街
道
を

通
り
、
江
戸
を
は
じ
め
全
国
へ
と

伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
時
に
は
外
国
人

の
一
行
や
象
な
ど
の
珍
し
い
動
物
が
通

り
、
沿
線
の
人
々
を
驚
か
せ
た
逸
話
が

多
く
残
っ
て
い
る
。
幕
末
に
は
、
新
し

い
知
識
を
求
め
た
文
人
や
志
士
が
こ
の

道
を
通
っ
て
長
崎
を
目
指
し
て
い
る
こ

「
長
崎
街
道
」と

「
花
と
歴
史
と
技
術
の
ま
ち
大
村
」

大お
お
む
ら村

市
長（
長
崎
県
）　
園そ

の

だ田
裕ひ

ろ

し史
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と
か
ら
、
江
戸
時
代
の
政
治
、
文
化
に

影
響
を
与
え
た
重
要
な
道
と
い
え
る
。

　

長
崎
街
道
は
、
大
村
市
内
を
南
北
に

走
り
、
沿
線
に
は
多
く
の
史
跡
が
残
っ

て
い
る
。
諫
早
領
と
の
境
の
鈴
田
峠

は
、
当
時
の
雰
囲
気
を
色
濃
く
残
し
て

お
り
、
文
化
庁「
歴
史
の
道
百
選
」に
選

定
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
に
は
、
街
道
の
宿
場
と
し
て
大

村
宿
と
松
原
宿
の
２
つ
の
宿
が
あ
っ

た
。
大
村
宿
は
、
城
下
の
宿
場
と
し
て
、

本
陣
や
使
者
屋
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
大

変
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
現
在
も
大
村
市

の
中
心
市
街
地
と
な
っ
て
い
る
。
松
原

宿
に
は
旅
館
跡
な
ど
当
時
の
景
観
が

残
っ
て
お
り
、
こ
の
２
つ
の
宿
は
、
江

戸
時
代
の
歴
史
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
の
取
り
組
み

　

長
崎
街
道
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と

し
て
、
現
在
、
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
に

ま
た
が
り
、
官
民
で
構
成
す
る
協
議
会

を
設
置
し
、
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド（
砂
糖
の

道
）
の
事
業
を
進
め
て
い
る
。
砂
糖
は

長
崎
で
の
貿
易
品
の
ひ
と
つ
で
、
当
時
、

貴
重
品
で
あ
っ
た
。
長
崎
街
道
沿
線
に

は
菓
子
な
ど
の
砂
糖
文
化
が
多
く
、
本

市
の
名
物「
大
村
寿
司
」も
、
甘
み
の
あ

る
押
し
寿
司
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
街

道
が
砂
糖
を
運
び
、
そ
の
文
化
を
伝
搬

し
た
歴
史
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

地
域
間
共
通
の
歴
史
的
題
材
を
通
じ
て

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
も
、
地
域
間

連
携
の
形
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
度
、

日
本
遺
産
認
定
に
向
け
て
手
続
き
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り　
し
あ
わ
せ
実
感

都
市
を
目
指
し
て

　

本
市
は
、
全
国
的
に
人
口
減
少
が
進

む
中
、
着
実
に
人
口
が
増
加
し
、
将
来
、

人
口
10
万
人
都
市
を
目
指
し
て
い
る
。

本
市
に
は
、
世
界
初
の
海
上
空
港
で
あ

る
長
崎
空
港
を
は
じ
め
、
高
速
道
路
大

村
イ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
現
在
、
九
州
新

幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の
建
設
も
進
ん
で

お
り
、
空
路
、
高
速
道
路
、
新
幹
線
と

い
っ
た
高
速
交
通
網
が
揃
う
こ
と
と
な

り
、
長
崎
街
道
の
時
代
か
ら
交
通
の
要

衝
と
し
て
の
歴
史
が
息
づ
い
て
い
る
。

古
来
か
ら
、
海
外
に
目
を
向
け
、
新
し

い
も
の
を
取
り
入
れ
て
き
た
歴
史
は
今

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、「
行
き
た

い
、
働
き
た
い
、
住
み
続
け
た
い　

し

あ
わ
せ
実
感
都
市
大
村
」
を
将
来
像
と

し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

長崎空港と大村

大村寿司

　

長
崎
街
道
は
、
山
陽
道
と
を
結
ぶ
豊ぶ
ぜ
ん前

小
倉（
一
説
に
よ
る
と
大だ
い
り里
）を
起
点
に
黒

崎
、
木こ
や
の
せ

屋
瀬
、
飯
塚
、
内
野
、
山や
ま
え家

、

原は
る
だ田

の
筑ち
く
ぜ
ん
む
し
ゅ
く

前
六
宿
を
経
て
、
肥
前
田
代
、

佐
賀
、
塚
崎
、
大
村
な
ど
を
経
由
し
て
長

崎
に
至
る
街
道
。
約
２
３
０
㎞
の
道
の
り

で
、
25
の
宿
場
町
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
道
に
関
連
し
て
、
鹿
島
や
多
良
を

通
る
多
良
街
道
（
浜
道
）
や
、
彼そ
の
ぎ杵

か
ら

時と
ぎ
つ津

ま
で
、
大
村
湾
を
舟
で
渡
る
時
津
街

道
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

当
時
の
長
崎
は
、
鎖
国
下
で
唯
一
徳
川

幕
府
直
轄
の
貿
易
港
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
・

中
国
の
２
か
国
に
門
戸
を
開
い
て
お
り
、

異
国
か
ら
の
文
物
、
情
報
な
ど
が
長
崎
街

道
を
通
じ
て
全
国
に
伝
播
し
て
い
っ
た
。

一
口
メ
モ

長崎街道

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」
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崎
街
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」


